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はじめに

　セイタカアワダチソウ（6ROLGDJR�DOWLVVLPD）は，
キク科アキノキリンソウ属に属する植物で，道路，
空き地，河川敷などに生える多年草である。北アメ
リカ原産で，明治時代に観賞用として移入されたも
のが逸出，大正末期には帰化が進んでいたと思われ
るが，戦後急速に分布拡大したとされている（清
水，2003）。セイタカアワダチソウは 2 ～ 3 Pとい
う高茎によって先住者を駆逐し，完全な優占群落を
形成する（服部，2002）。非常に繁殖力が強く，種
子だけでなく地下茎でも繁殖できる侵略的な生態的
特性から，セイタカアワダチソウは，日本生態学
会（2002）がリストアップした「日本の侵略的外
来種ワースト100」に選定されているほか，村中ら
（2005）は，生物多様性を脅かすため，対策緊急度
が最も高い種として選定した。また，セイタカアワ
ダチソウは，外来生物法（特定外来生物による生態
系等に係る被害の防止に関する法律）に基づいて飼
養等の規制が課される特定外来生物ではないが，被
害に係る一定の知見はあり，引き続き特定外来生物
等への指定の適否について検討する要注意外来生物
として環境省が選定している。
　外来植物について，白山国立公園ではこれまで主
要な登山道，施設周辺や園地での調査は行われてい
るが国立公園の区域全域での調査は行われていな
い。セイタカアワダチソウは，登山道や施設周辺で
の調査においては，福井県大野市上打波の上小池で
確認されている（環境科学株式会社，2011）ほか，
市ノ瀬発電所付近および岩間の噴泉塔付近で分布が
確認されている（市ノ瀬発電所付近および岩間の噴

泉塔付近のセイタカアワダチソウは，2010年に抜き
取りにより除去済）（野上，未発表）。野上・吉本
（2012）では，2012年 1 月，白山室堂を管理する一
般財団法人白山観光協会から，県道白山公園線の白
山国立公園入口にあたる風嵐地区ほか，国立公園内
にセイタカアワダチソウが分布するという情報が寄
せられたことから，その分布状況について調査する
とともに除去作業を行い，その結果を報告した。本
報告では，2012年の除去から約 1年後のセイタカア
ワダチソウの分布状況調査及び除去作業の結果を報
告する。

方　法

分布調査

　2013年の白山公園線のセイタカアワダチソウの分
布調査は，10月 8 日および10月22日に実施した。白
山公園線の白山国立公園の境界となる風嵐から市ノ
瀬までの約10�6NP（図 1）を歩きながらセイタカ
アワダチソウを探索し，セイタカアワダチソウを確
認した位置を記録した。また，白山公園線に沿って
道路から枝分かれする工事用道路（一般車は進入禁
止）および市ノ瀬園地でも徒歩での探索を行い，分
布調査を行った。セイタカアワダチソウの位置の
記録にはハンドヘルド*36�*,6端末であるマゼラン
ナビゲーション社製の0RELOH0DSSHU�70�6を用いて
記録した。現地で記録したデータを0RELOH0DSSHU�
2IILFH�2�0�1�4を用いた後処理を行うことで位置精度
は1～ 2ｍとなっている。

除去作業

　2013年も2012年と同様にそれぞれの分布地の生育
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規模が小さかったことから全草を抜き取りによって
除去することにした。除去作業は10月12日に石川土
木総合事務所から委託を受けた土木業者が実施し
た。また，10月22日には筆者が現地を再確認し，除
去しきれなかったものを除去した。除去作業は生育
場所ごとに行い，除去したセイタカアワダチソウは

全て白山自然保護センターに運び，計量した。ま
た，生育場所ごとに花をつけた地上茎（開花茎）の
数および花をつけていない地上茎（非開花茎）の数
をそれぞれ数えた。そのほか，生育場所ごとに開花
茎，非開花茎別に最も大きな茎の地上高も計測し
た。なお，地上茎の扱いについては，中島ら（2000）
と同様，ラメットの単位で扱っている。除去したセ
イタカアワダチソウは計量，計測後に全て処分し
た。
　統計解析には統計解析パッケージ5�YDU�3�0�2（5�
&RUH�7HDP��2013）を使用した。また，スティール・
ドゥワス�6WHHO�'ZDVV�の方法による多重比較には，
青木（2004）のプログラムを利用した。

結果と考察

分布調査

　調査結果は図 2および表 1のとおりで，セイタカ
アワダチソウは道路沿い29地点，工事用道路31地
点，市ノ瀬園地1地点の計61地点で確認され，セイ

図１　調査地
国土地理院発行５万分の１地形図「白峰」「白川村」「越前
勝山」「白山」を利用

図２　白山公園線におけるセイタカアワダチソウの分布（2013）
数値地図25000（地図画像）.$1$=$:$のデータを加工し，背景の地図に使用。
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　表１　セイタカアワダチソウの除去作業結果（2013）

1R
風嵐ゲート
からの距離 生育地区分 開花

茎数 高さ（ｍ） 湿重量
（NJ）

非開花
茎数 高さ（ｍ） 湿重量

（NJ） 全茎数 開花茎の
割合

湿重量計
（NJ）

1 0�1NP 道路沿い 7 113 0�23 7 1�00 0�23
2 0�2NP 道路沿い 8 109 0�19 1 56 0�01 9 0�89 0�20
3 0�25NP 道路沿い 12 240 1�68 12 1�00 1�68
4 0�25NP 道路沿い 29 131 1�26 66 63 1�16 95 0�31 2�42
5 工事用道路沿い 20 221 2�95 20 1�00 2�95
6 工事用道路沿い 5 189 0�18 5 67 0�05 10 0�50 0�23
7 工事用道路沿い 7 163�5 0�32 7 88 0�04 14 0�50 0�36
8 工事用道路沿い 7 203 0�65 8 92 0�07 15 0�47 0�72
9 工事用道路沿い 30 200 2�30 6 84 0�05 36 0�83 2�35
10 工事用道路沿い 5 225 0�25 11 110 0�11 16 0�31 0�36
11 0�5NP 道路沿い 15 124 0�69 7 57 0�04 22 0�68 0�73
12 0�5NP少し過ぎ 道路沿い 17 111 0�36 11 51 0�09 28 0�61 0�45
13 1�1NP 道路沿い 10 120 1�16 86 91 2�17 96 0�10 3�33
14 道路沿い 14 115 0�50 262 82 5�08 276 0�05 5�58
15 道路沿い 3 128 0�37 12 99 0�48 15 0�20 0�85
16 道路沿い 6 108 0�42 279 82 6�39 285 0�02 6�81
17 道路沿い 1 148 0�04 15 38 0�06 16 0�06 0�10
18 1�2NP 道路沿い 61 143 4�18 62 84 1�09 123 0�50 5�27
21 5�4NP 道路沿い 1 128 0�03 1 1�00 0�03
21
 工事用道路沿い 6 161 0�50 6 20 0�03 12 0�50 0�53
22 5�7NP 道路沿い 3 72 0�08 2 28 0�02 5 0�60 0�10
23 道路沿い 1 113 0�10 13 54 0�60 14 0�07 0�70
24 道路沿い 4 200 0�45 14 68 0�40 18 0�22 0�85
25 6�8NP 道路沿い 32 189 1�65 39 104 0�78 71 0�45 2�43
26 道路沿い 15 198 0�97 23 84 0�29 38 0�39 1�26
27 6�85NP 道路沿い 3 112 0�22 5 62 0�09 8 0�38 0�31
28 7�2NP 道路沿い 6 156 0�40 33 76 0�50 39 0�15 0�90
29 道路沿い 42 174 2�25 32 81 0�35 74 0�57 2�60
30 7�25NP 道路沿い 8 193 0�52 22 72 0�14 30 0�27 0�66
31 7�3NP手前 道路沿い 241 199 12�15 576 102 5�90 817 0�29 18�05
32 7�3NP 道路沿い 9 93 0�25 5 55 0�06 14 0�64 0�31
32
 道路沿い 15 162 0�88 7 94 0�04 22 0�68 0�92
33 7�35NP 道路沿い 4 61 0�08 4 0�00 0�08
34 7�4NP 道路沿い 37 191 2�53 74 97 0�96 111 0�33 3�49
35 7�7NP 道路沿い 2 96 0�05 7 70 0�14 9 0�22 0�19
36 8�7NP 道路沿い 20 103 0�68 17 57 0�21 37 0�54 0�89
37 市ノ瀬園地 7 141 0�51 23 109 1�07 30 0�23 1�58
38 工事用道路沿い 3 143 0�09 5 88 0�06 8 0�38 0�15
39 工事用道路沿い 2 176 0�08 2 1�00 0�08
40 工事用道路沿い 9 151 0�33 22 95 0�18 31 0�29 0�51
41 工事用道路沿い 2 149 0�13 2 93 0�03 4 0�50 0�16
42 工事用道路沿い 5 130�5 0�29 20 105�5 0�18 25 0�20 0�47
43 工事用道路沿い 1 145 0�05 1 1�00 0�05
44 工事用道路沿い 3 121 0�30 7 121 0�14 10 0�30 0�44
45 工事用道路沿い 6 75 0�07 6 0�00 0�07
46 工事用道路沿い 3 124 0�19 3 1�00 0�19
47 工事用道路沿い 1 82 0�05 1 55 0�02 2 0�50 0�07
48 工事用道路沿い 1 75 0�01 10 35 0�06 11 0�09 0�07
49 工事用道路沿い 1 113 0�06 1 1�00 0�06
49
 工事用道路沿い 1 97 0�03 4 79 0�05 5 0�20 0�08
50 工事用道路沿い 3 48 0�03 3 0�00 0�03
51 工事用道路沿い 10 153 0�48 26 93 0�19 36 0�28 0�67
52 工事用道路沿い 9 209 0�60 3 29 0�01 12 0�75 0�61
53 工事用道路沿い 2 80�5 0�04 8 66 0�08 10 0�20 0�12
54 工事用道路沿い 23 197�5 1�63 2 109 0�02 25 0�92 1�65
55 工事用道路沿い 6 166 0�29 32 102 0�25 38 0�16 0�54
56 工事用道路沿い 2 170 0�09 2 1�00 0�09
57 工事用道路沿い 5 167 0�30 2 61 0�02 7 0�71 0�32
57
 工事用道路沿い 1 169 0�09 1 1�00 0�09
58 工事用道路沿い 29 182 1�37 29 132 0�33 58 0�50 1�70
58
 工事用道路沿い 2 150�5 0�09 2 1�00 0�09
全体 830 148�68±41�18 48�54 1�922 76�49±24�98 30�27 2�752 0�30 78�81

＊　全体の高さは平均±標準偏差
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タカアワダチソウは白山公園線の道路際だけでな
く，工事用道路脇にも分布し，園地にも分布してい
た。2012年の調査では道路沿い39地点，工事用道路
28地点，市ノ瀬園地 2地点の計69地点だったので，
道路沿いや市ノ瀬園地では分布地点がそれぞれ，10
地点， 1地点減っており，除去の効果が確認でき
た。しかし，工事用道路では 3地点増えていた。こ
れは新たに分布が拡大したというよりは，2012年
に未調査のところで分布が確認されたためである。
2013年の分布状況も，2012年の分布状況と同じく一
様ではなく，分布が集中するところ，全く分布が見
られないところがあった（図 2）。特に分布が集中
した箇所は 4か所で，これも2012年と大きな変化は
なかった。2012年，白山公園線におけるセイタカア
ワダチソウは，全草を抜き取りによって除去するこ
とにして除去作業を実施したが，完全に地下茎を取
り除くことができなかったため，残った地下茎から
再び芽を出したものと考えられる。

除去作業の結果

　除去の結果は表 1のとおりで，全部で78�8NJのセ
イタカアワダチソウを除去した。2012年は全部で
201�3NJのセイタカアワダチソウを除去しており（野
上・吉本，2012），それに比べると除去量は39�1％
となっていた。
　また，開花茎数は830本，非開花茎は1�922本で，
全部で2�752本であった（表 1）。2012年が開花茎数
は2�270本，非開花茎は2�216本で，全部で4�486本で
あった（野上・吉本，2012）ことから，2012年に比
べると開花茎では36�6％，非開花茎で86�7％，全体
では61�3％となっており，開花茎は大きく減少した

が，非開花茎はそれに比べるとあまり減少していな
かった。茎数は生育場所ごとに異なっており，最も
少ないところは1本，最も多いところで817本と大き
く差があったが（表 1），2012年に最も多い地点は
1�541本だった（野上・吉本，2012）ことから，そ

図３　年別にみた地上茎の数の頻度分布 図４　年別にみた除去量の頻度分布

図５　最も高い茎の高さの年別・開花非開花別比較
異なるアルファベット間にはスティール・ドゥワス�6WHHO�
'ZDVV�の方法による多重比較で有意水準５％で有意な差が
あることを示す。
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れに比べると約半数となっていた。
　地上茎の数の頻度分布を2012年と2013年で比較し
てみると，地上茎が20本以下の集団が減少し，特に
11 ～ 20本の集団が減っていたとともに， 1集団で
地上茎が160本を超えるような大きな集団がだいぶ
減少していた（図 3）。また，除去量の頻度分布を
2012年と2013年で比較してみると， 1集団で0�5 ～
1�0NJの集団が減っているとともに， 1集団で 8 NJ
を超えるような集団がほとんどなくなっていた（図
4）。
　生育地ごとの最も大きな茎の地上高を開花の有無
で区分し，年ごとに比較したところ，有意差が認
められた（.XUXVNDO�:DOOLV検定，χ2＝55�9259，GI＝
5，S＜0�001）。また，スティール・ドゥワス�6WHHO�
'ZDVV�の方法による多重比較を行った結果，開花
茎と非開花茎に有意差があった。一方，開花茎でも
非開花でも年によって有意差は認められなかった
（図 5）。また，年別に集団の最も大きい個体の高
さの分布を見てみても変化はほとんどなかった（図
6）。
　 1回の除去だけでその効果の有無ははっきりしな
いが，わずか 1回の除去でも地上茎数やバイオマス

量は減少したものの，残存した地下茎から再生した
個体のサイズに違いは見られず， 1回の除去では個
体を小さくするような効果はないといえる。

おわりに

　セイタカアワダチソウの除去作業が日本各地で行
われている（小池ら，2010）。外来種影響・対策研
究会（2011）では，セイタカアワダチソウの対策手
法の実例として，抜き取り，および刈り取りによる
除去を紹介している。白山公園線では，道路管理の
一環として道路脇の草刈りを 6月に実施している
が， 6月の 1回のみの草刈りだけでの対策ではセイ
タカアワダチソウの防除対策としては不十分であ
る。しかしながら，景観的及び予算的な理由で，道
路脇の草刈りは 6月の 1回のみしか施工できないこ
とから，草刈りのみでセイタカアワダチソウの生育
を押さえ込むのは難しい。よって今回のような個々
に全草を引き抜くことで対応していかざるをえない
と思われる。しかしながら，2012年に全集団で引
き抜きによる除去作業を実施したにもかかわらず，
2013年には集団数や個体数で減少していたものの引
き抜きの際に残存した地下茎から再び芽を出してい
た。一度入り込み，分布を広げた外来植物を封じ込
めることは容易ではないことを物語っているといえ
よう。白山公園線でセイタカアワダチソウを根絶す
るためには，今後も数年間にわたって除去作業を継
続して実施していかねばならない。
　また，今回は詳細な調査は実施していないので詳
しいことは不明であるが，白山公園線の道路際から
数10ｍ離れ，また工事用道路もない草地で数百個体
のセイタカアワダチソウが確認されている（図 2の
▲ブナ植栽地　1R�19，20）。その場所は以前，ブナ
の植栽を行った場所で，植栽の際に持ち込まれた可
能性があり，詳細な調査と除去作業が必要である。
また，今後はこのほかにも新たな侵入箇所がないか
どうかも含め，継続的にモニタリングを実施し，分
布が確認された場合には，すぐに除去作業を行って
いくことが必要である。
　白山国立公園では2011年から農林水産省・国土交
通省・環境省が白山国立公園白山生態系維持回復事
業計画を策定し，外来植物への対策を実施してい
る。また，石川県および環白山保護利用管理協会は
全国で初めてとなる確認・認定を受け，白山国立公
園において白山生態系維持回復事業を行っている。
セイタカアワダチソウもこの白山生態系維持回復事

図６　�年別にみた集団の最も大きい個体の高さの
分布
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業計画で対策を実施する種としてあげられており，
継続的な除去作業とモニタリングのためには，これ
らの機関のみならず道路管理者等を含めた多くの関
係する機関が連携していくことが重要と考える。
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